
 

 第16 回名古屋市アジア競技大会推進本部会議 次第 

 

日 時：令和元年11 月11 日（月）幹部会終了後 

場 所：本庁舎 2 階 特別会議室 

 

○ 開会 

 

 

 

 

○ 議題 

 

  1  アジアパラ競技大会の開催に向けた検討状況及び今後の進め方について 

 【資料 1 】 

 

 

 

  2  まちづくり調整会議構成員の追加について         【資料 2 】 

 

 

 

 

○ 報告事項 

   

  ･ 大会スローガンの決定について               【資料 3 】 

･ 大会エンブレムの募集について               【資料 4 】 

 ･ ASIAN    GAMES    NEWS  （大会通信）vol.  01 について        【別 添】 

 

 

 

 



アジアパラ競技大会の開催に向けた検討状況及び今後の進め方について 

 

 

1  現状と課題 

（1 ）現状 

  ・本年1 月の日本パラリンピック委員会（JPC  ）による開催要請と2 月市 

   会における本会議答弁を踏まえ、2026  年のアジアパラ競技大会の開催に 

   向けて、県市共同で検討を開始 

  ・庁内検討体制を構築するとともに、アジア競技大会推進室において主幹

以下3 名（総務局と健康福祉局との兼務）体制で検討を実施 

＜参考: 庁内検討体制（イメージ）＞ 

 

（2 ）大会開催に向けた主な課題 

・想定競技及び競技会場の決定 

・障害特性上からの配慮・調整 

・開催都市契約の内容検討 

・概算経費の把握 

・県市負担割合の決定 

 

 

 

 

2  大会開催に向けた課題の整理及び取り組み 

 令和元年度 令和2 年度 

想定競技及

び競技会場

の決定 

・庁内及び競技団体との調整

・想定競技及び競技会場(素案)

の提示（令和元年度下期）

・想定競技会場におけるバリ

アフリー状況の把握 

・庁内及び競技団体との調整

・想定競技及び競技会場(案)

の提示（令和2 年度上期）

・想定競技及び競技会場の決

 定 

障害特性上

からの配慮 

・調整 

・障害者団体及び競技団体等

からのヒアリング 

・大会に係るバリアフリー関

連法令等の比較・整理 

・障害者団体及び競技団体等

からのヒアリング 

・大会に係るバリアフリー対

応の検討 

・輸送・宿泊等、大会運営全

般に係る検討 

開催都市契

約の内容検

討 

・専門家を交えた内容精査 

・APC及びJPCとの協議・調整

・専門家を交えた内容精査 

・APC及びJPCとの協議・調整

概算経費の

把握 

・想定競技会場に係る仮設概

算工事費の算出 

・過去大会や他大会等を基に

した運営経費の試算 

・輸送・宿泊に係る検討等を

踏まえ、令和元年度に把握

した概算経費を精査 

県市負担割

合の決定 

・県との協議開始 ・県との協議 

 

 

これらの取り組み状況を踏まえ、開催表明について判断 

 

 

3 大会を契機とした諸施策の推進 

・障害者スポーツの振興 

・障害者への理解の促進 

・全ての人が利用しやすい都市環境整備の促進 

 

課 題

取り組み
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【資料１】



【参考資料】アジアパラ競技大会の概要及びこれまでの経緯 

 

 

1  アジアパラ競技大会の概要 

     2010  年に始まったアジア地域の障害者総合スポーツ大会であり、これまで

中国・広州（2010  年）、韓国・仁川（2014  年）、インドネシア・ジャカルタ

（2018  年）で開催しており、2022  年には中国・杭州で開催予定 

区  分 内   容 

主 催 者 アジアパラリンピック委員会（APC） 

開催時期 4 年に一度（夏季パラリンピック競技大会の中間年） 

開催期間 開閉会式を含め7 ～ 8 日間（過去大会実績による） 

参  加 APC加盟43 か国・地域から選手・コーチ等約4,000   人 

 

 

2  これまでの経緯 

年 月 日 内   容 

2019年 

 1月15日 

 

  3月 1日 

 

  6月14日 

  7月10日 

 

7月19日 

 

  8月 5日 

 10月 1日 

 

日本パラリンピック委員会（JPC  ）会長・副委員長等が知事 

・市長を表敬し、開催要請 

2 月市会・自民党代表質問でアジアパラ競技大会の開催に向

けて答弁 

6 月市会に補正予算を上程（7 月 1 日可決） 

アジアパラ競技大会に係る企画調整のため、専任体制（3 名）

を構築 

ジャパンパラ陸上競技大会を視察 

（以降、他大会の視察・調査等を通じて情報収集を実施） 

開催可能性検討調査を開始 

専門家を交えて開催都市契約の内容精査に着手 
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まちづくり調整会議構成員の追加について  

 

 

1  趣旨 

     第20 回アジア競技大会のメイン選手村である名古屋競馬場（港区）跡地の

まちづくりに関して検討を行うためのまちづくり調整会議（座長：住宅都市

局長）について、上下水道局長を構成員として追加するもの 

 

   2  理由（考え方） 

 ・まちづくりの観点として、災害対応の防災面も重要であること 

 ・行政が導入すべき機能として、名古屋競馬場跡地周辺の浸水被害状況を踏   

まえて、跡地周辺を含めた浸水対策として雨水貯留施設を下水道管理者で 

ある上下水道局とともに整備することを検討中であること 

 ・雨水貯留施設整備の実現に向けて、引き続き、上下水道局と共同して検   

討を進める予定であること 

    

参考: 変更後の推進体制（イメージ） 
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【資料２】
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令和元年10月18日
（記者提供資料）

【資料３】
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令和元年10月18日
（記者提供資料）

【資料４】








